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ロラン・バルトにおける《matit占》の観念  
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〔21〕   
7E 輪   光  
のものを結びつけるとともに引き離す「ノスタルジ←の関係」を生み出すとし  
て、／iルトは書いている。《1a grande m6taphore de Chateaubrland est  





























videq11ilarendmate（et donc a nos yeux：r6dulte，dlminu6e，Petite）》  


































たない享楽である」（LBS，p・19）。またたとえば、映画とちがって人類史上前   


















初期のテクスト（「太陽の小説『異邦人』」）3）に明瞭に現われている。   
il［Meursault］nediscourtpassurceq11’ilhit；ilaccomplitlesgestesde   
toutlemonde，maiscesgestesfami11erSSOntPriv6sde raisons，d’alibis，   
en sorte que c’estlabri芭vet6m8me del’acte，Sa malili，qui】ユVrela   
SOlitudede祈eursa－11t・Ce n’estplusunacteen6chosqueCamusnous   
PrOPOSe，unaCtetOutenglu6danslanappedescauses，desjusti丘cations，   
descons6q11enCeS et desdur6es；C’estunactep11r，incons6quent，S6par6   
de ses voisins，Su偽samment solide pourmanifesterunesoumlSSion A  
l’absurde du monde et sufhsamment bref pour faire6claterunrefus   







































営為に関して、「無響性」の未来のこの趨勢を予示しているように思われる。   
花 輪   光  
［・・・］Mal1arm6veutcr6era11tOurdes mots rar6fi6sune ZOne devide   
danslaquellelaparole，llb6r6edesesharmonies soclales et coupables，   
ner6sonneheureuselnentPユus・Le vocable，dlSSOCi占delagangLuedes   
Clich6s habituels，des r6flexes techniques del∫昌crlVain，eSt alors   
pleinementirresponsabledeto11Slescontextespo5Sibles；ils’approche   
d’un acte bref，Slnguller，dontla matit6a侃rme une solltude，donc  


























































特徴づけられると言うことができる。だからこそバルトほ写其の映像と同じく、   

































「意味作用の相続放棄」（ES，p・103）をおこなうことによって、「無数の《些   

































にある「ノミルト素」（baTtll由iとme）なのである。   






























4   
バルトにとって「意味の免除」、「意味のゼロ度」（EC，p・2（；9）「廃絶された   
































（AL，p．52）。   
バルトがいたるところで繰り返すこうした断片的な言葉から浮かび上がって   

































そ彼は記号の「響無性」や「意味の免除」の問題に強く引きつけられてきたと   
ロランリミルトにおける《mtit¢》の観念  
































っているだけにますます戴く彼に語りかけてくる（EIP，p・6）のである。   






























































でも続ける》のだ」（FDA，p・75）。   
言いかえれほ、『サド・フ「リエ・ロヨラ』（SFLpp．74－76）がロコラの『心  
霊修業』の方法について言っているように、「禅の禁欲主義」とはちがって、  
「言葉の魔」に身をまかせ、「精神をイメージで満たす」やり方である。バルト   











心身症的なmat舶を希求する（RB，pp・128－129）が、すでに見たようにノ こ  



























剰こあったのである（EC，p・165L   
それ以前のレアリスム文学においては「現実のもの」ほ「すべて、ただちに  
意味をおびる」（EC，p・198）ように見えるが、ロブニグリュの小説は逆に事物の  

























して「シュールレアリストの活動に現代的起源をもつ」（EC，p・201）この技術   
花 輪   光  
































































味」が回収された意味であるように）。其の「意味以前」とはまさに「俳句」的   
花 輪   光  
な「無＝言語」（ES，p・99）の状態であろう（しかしそれは文字どおり言葉の  















































注   
1）Alain Ray：《Le corps aux miroirs》，in Crzわque，NC341．octobre1975，  
p．1019▲   
受，仏和大辞典伯水社）によれは、matの語義は、①つや消しの、くすんだ（terIle）：  
鮎mbeauxenargerlt～いぶし銀の燭台、②〔転じで〕響かない（反意：dclatant）■SOn～  
鈍い音／voix mate渋い声／tei】1t…d’un collValescerlt回復時の病人のつやのない顔／  
fard～つや消しのおしろい、⑧〔料理用讃として〕pまte mateふくれ方の悪いねり粉／  
paiIト磨っこいバン、とある（ただし、チェスの用語「王手」については省略）。ここで  
「響かない」という語義の項目に用例teint～，董ard～カ；併記されているのはいささか胸に   
落ちないが、しかし他の辞典（たとえばpべ－／レ辞典）によれは、要するにmatの語義   
は、視覚的なもの（qui－1’a pas de poli；quin’a pa5de brillarlt，detran5ParenCe）   
と聴覚的なもの（qⅥ1apeu de r6soIlanCe）とに分かれ、さら忙視覚的な語義（quin’a  
PaSdetransparence）から料理用語（trop epais，trOpCQnSistant，COmPaCt）が派生し   
ている。この毅後のCOmpaCtという語義iま、Hatzfeld，Dmesteter，Thomas：   
か盲c如才‡弗αけβdβJαJα児占叩β♪〃光クα盲∫β（Hacbette）によれば、同じ語源から釆ているかど   
うか確かでないというが、ここでIl便宜上m舐を三つの：異目（視覚的、聴覚約、触覚的）   
に分けて考えることにする（たとえば、海について言われるときたどは、この最後の項月   
に準ずるものと見ることができよう。mer mate：dontユes vagues sontlolユrde5．）。   
なお、ついで曹こ言えは、上記のmatの動詞形m往t訂軋 筆者の見るかぎり用いられて   
いない。チさス用語のmatの動詞形materほを言舌める、屈服させる）が多いエうであ   
る（たとえば、RこB．p5乳p．1（；2）。  
3】《エ’Elγα％gβγ．TOman SOlalTe≫，in月初Jヱβわガ血C加♭動＝脱硝加γ放肌」Ⅳ12，   
aⅥ吏1954，pp．8－7．ここではJacqu¢1he Ldvi－Ⅴ山ensi（dd・）：エ～ぶ√r壱′1曾加β∫d‘   
得○如如，ゆ∫g′Cα別鋸∫，Gamier，1970，pp．60－64，より引用。   
花 輪   光   
4〉 とりわけーミシュレJにおけるnappeの肯定的価値とそれ以後の価値の変容につ  
いては、C董．Jean－PierreRichard・《Nappe，CIlarni畠re，interstice，POint》illPodわgue，  




（j’appelle alnSifLnalement tout trait dlSCOntinu，tO11t 占v6nemerlt dela vie  
japonaise，telqu’ils’ofEre a malectllre）》（ES，Pp・112113）。また、《Dansli・B  
タaYlui－m4me，ily a des sortes dehalkus．q11inesontpasdutoutdonn6ssous  









意義なる者無し」。   
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